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市
國

大

學

経

済
學

會

第

二
回

講

演
會

記

事

十
月
二
十
三
日
午
後

一
時
十
五
分
よ
b
、
纒
濟
學
會

第
二
回
公
開
講
演
會
を
法
學
部
大
講
堂
に
開
く
。
家
倉

す
る
者
、
荒
木
縮
長
内
岡
木
事
務
官
、
抜
口
、
田
島
、

第
十

一
巻

(第
五
號

一
二
入
)

七
〇
二

沸
戸

、
山
本
の
諸
激
授
を
始
め
、
學
の
内
外
を
合

し
て

無
慮
四
百
人
に
上
り
、
頗

る
盛
會
で
あ
っ
た
。

田
島
敏
授
簡
軍
・に
挨
拶
を
述
ぶ
、
経
済
學
會
の
過
去

及
び
現
状
を
説
き
、
其
前
途
の
洋
々
た
る
を
思
は
し
め

た
。次

に
山
本
敏
授

「
余

の
観
た
る
尼
港
及
北
樺
太
」
な

る
題
下
に
登
壇
、
サ
イ
ベ
ソ
ヤ
に
封
ず
る
露
国
の
雄
圖
、

多
年
に
わ
た
る
露
支
而
國
の
交
渉
、

ム
ラ
ビ

エ
フ
の
罪

囚
植
民
地
の
昔
を
偲

び
、
尼
港

の
経
済
的
横
笛
、
所
謂

尼
港
事
件
の
眞
相
等
を
互
細
明

に
し
、
更

に
進
ん
で
尼

港
に
謝
す
る
將
來
の
國
策
の
樹
立
に
謝
し
欄
自
の
見
解

を
述

べ
た
、
次
に
尼
港

の
…対
岸
北
樺
太
に
う

つ
り
、
其
・

.

地
勢
、
富
源
、
交
通
に
就
き
詳
細
な
る
説
明
を
加
ふ
、

其
間
約
二
時
間
、
辣
衆
は
植
民
敬
策

に
關
す

る
最
新

の

の

智
識

に
接
し
た
の
で
あ
る
。

三
嚇
十
五
分
田
島
激
授
登
壇
、
「
満
洲

の
夏
族
」

ざ
題

し
旅
行
談
を
試
む
、
往
年
の
冬
族
ご
比
較
し
て
の
興
味

深
き
輕
濟
談
で
あ

っ
陀
、
満
洲
の
製
櫨
業
よ
り
瘤
專
費

の
可
否
を
論
じ
、
長
春
の
放
射
線
状

の
都
市
計
書
、
奉

天
の
高
梁
酒
、
陸
稻
水
稻
の
慨
較
談
っ
食
糧
澗
題
解
決

`
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「

策

ご
し
て
の
菜
食
奨
励
、
紡
績
工
場
燐
寸
工
場

に
於
け

「
來
準
に
見
る
の
有
益
募
る
畢
曾
で
あ

っ
た
。
(大
森
、
汐

惹
男
女
工
の
就
業
状
態
、
苦
力
.の
生
計
費
、
大
連
撫
順

見
)
.

,

の
勢
働
問
題
等

の
諸
題
目
に
も
及
び
、
教
授
凋
特
の
譜

「

罐
百
出
満
堂
の
聴
衆
を
酔
は
し
む
。
.

四
時
二
十
五
分
神
戸
捕
士
の
講
演

「
地
方
枕
ご
し
て
.

の
地
租
」
に
入
る
、
地
方
税
改
革

の
聲
高
き
折
柄
、
學
.

問
上
實
際
上
頗

る
緊
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
先
づ
地
租

が
地
方
税
こ
し
て
如
何
に
重
要
な
る
か
を
財
政
理
論
の

上
よ
り
説
き
、
而
し
て
地
方
税
ど
し
て
の
地
租
は
附
加

税
よ
り
も
寧
ろ
特
別
税
の
形
式
を
探
る
べ
き
事
を
明
に

し
、
更
に
裸
視
標
準
の
問
題
に
う

つ
り
最
近
の
學
説
た

る
純
牧
盆
説
ε
資
本
償
幣
説
蓬
を
比
較

し
豪
帳
制
度
ご

遊
資
制
度
ご
の
差
異
を
紹
介
す
。
而
し
て
純
牧
釜
説

よ

り
も
資
本
債
幣
読
を
優
れ
り

ξ
し
、
塁
帳
誘
を
棄
て
、

近
實
制
度
に
就

か
ん
事
を
主
張
し
た
。
結
局
地
租
は
国

家

の
手
よ
b
地
方
團
髄

に
う

つ
す

べ
く
、
而
し
て
地
方

税
ε
し
て
の
地
租
は
特
別
税
の
形
式
を
最
も
優
れ
臥
ε

し
、
其
課
税
標
準
は
近
實
償
格
に
之
を
求
め
ね
ば
な
ら

臓
の
で
.あ
る
乃

五
時
三
十
分
田
島
博
士
の
閉
曾
の
僻
に
て
散
會
、
送

籍
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新
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